
平成２８年度　        佐賀市立西与賀小学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●心の教育
道徳授業の充実
落ち着いた学校生活の醸成

・学期に１回（６月・１０月・２月）に「先生あのねタイム」を設
定し、担任と個別の面談を実施し、児童理解を図るととも
に、信頼関係作りをしていく。
・道徳の時間を確保し、重点指導項目（２－２，２－３）を中
心に年間計画を立て、実践していく。
・学期に１回人権集会を実施し、集会に向けて学級で取り
組んだり、集会後にクラスでふりかえりの話し合いをしたり
して人権意識を高めていく。

・Q-Uの結果を受け、あのねタイムで一人一人と話す時間をとり、児童が悩んでいること
や困っていることに対して、しっかり話を聴きとり、対応することができた。
・道徳教育の全体計画（別葉）を活用し、全学年で系統だてて指導を行った。
・アンケート項目「学校生活を楽しんでいる・友達や地域の人に優しくできる」において、
達成率が児童では９０％・保護者では９７％以上という結果で目標の９０％以上を達成す
ることができた。
・アンケート項目「挨拶やくつならべがきちんとできる」において、達成率が児童では９
２％・保護者では９５％以上という結果で目標である９０％以上を達成することができた。

・年に２回（６月・１２月）に「先生あのねタイム」を行うことで、子どもたちの悩みや困り感
を事前に知ることができた。実施して見えてきた問題点やその解決に向けて取り組みが
できたので、今後も続けていきたい。
・Q-Uの結果を受けて、道徳や学級活動の時間などを活用し、児童の実態にあった重点
指導項目の道徳の授業を行ったり、構成的グループエンカウンターを行ったりしていき
たい。
・学期に１回の人権集会の取り組みを通して、命の大切さを考えたり、思いやり・やさしさ
の心を育むことができたりしたので、次年度も継続して行いたい。
・「お昼の放送」での呼びかけは、挨拶やくつそろえに対する児童の意欲をとても高めて
いるので、次年度も引き続き継続していきたい。

教
育
活
動

●いじめの問題へ
の対応

学級経営の充実
保護者と連携した児童理解

・毎月、児童と保護者へいじめ・命のアンケートを通し、いじ
めの早期発見、早期対応に努める。
・アンケートに記載された意見等については、学校長に提
出する。学期毎に保護者に紙面にて報告し、理解を求め、
いじめ等の未然防止に努める。
・いじめにつながる事案が発生した場合には、学校とＰＴＡ
が連携を密にし、いじめを許さないという毅然とした態度で
対応を図る。
・西与賀小　“いじめ０（ゼロ）”について全校集会等で児童
と確認していく。

・毎月、児童と保護者へいじめ、命のアンケートを実施し、児童の生活の様子や友だち
関係などを知ることができ、指導や助言につなげることができた。
・保護者から提出されたアンケートは、すぐに管理職に報告し、管理職と相談しながら対
応することにより、保護者との信頼関係を築くことに効果的であった。
・いじめ事案として1件、市教委に報告したが、早期に担任、管理職、保護者と連携して
解決に向け対応したため、深刻化することはなかった。但し、継続した観察が必要であ
る。
・西与賀小“いじめ０（ゼロ）”については学期初めに全校集会で児童と確認してきた。全
校でいじめをなくしていく雰囲気をつくっていく上で必要であった。

・保護者、児童へのいじめ、命のアンケートは教師の観察では分からない部分を知る
きっかけになり、保護者が秘密を保持しながら意見、気づきを言えるものとなっている。
次年度も以降も継続したい。
・校内のいじめ対策委員会、22条委員会を中心に丁寧で迅速な対応・解決を図っていき
たい。
・いじめ案件等に限らず、子どもの問題があったときに、担任、管理職、関係の教職員の
連携がよく取れており、この関係性は継続していきたい。
・いじめ案件解決のベースである学級づくりについて、年間を通して意見を交流する協
議会、研修会が設けられている。次年度以降もこの研修体制を継続するとともに、いじ
め、命に関する授業実践の交流をめざしていきたい。

教
育
活
動

○特別支援教育 児童理解の深化

・個別の支援計画を家庭と連携を取り作成していく。何か
あった時には、その都度行動の様子を記録する。進捗状況
と情報交換の場として、生徒指導・教育相談協議会を当て
る。また、協議会後に目標の達成状況を見直したり、記入し
たりする。
・講師招聘や特別支援学校の巡回相談を活用し、発達障
害を持った児童に対して、個に応じた具体的手立ての研修
を行い、全職員の共通理解のもと取り組んでいく。
・支援学級の授業を参観して、支援の仕方について協議
し、支援学級の児童の理解を図る。

・支援を要する児童については、個別の指導計画をもとに指導することができた。担任
だけでなく、生活指導員、級外教員など学校全体での対応ができていた。毎月、生徒指
導・教育相談協議会を行い、児童の実態について共通理解することができた。支援会議
も必要に応じて行った。
・特別支援教育に特化した講師の招聘をし、研修をすることができた。また、巡回相談を
お願いし、通常学級在籍の発達障害の児童の指導・支援の仕方について指導をいただ
いた。
・特別支援学級合同での学習を仕組み、職員が参観したことで、支援の仕方について考
えたり、学級の児童の理解を図ったりすることができた。

・個別の指導計画は、定期的に見直しを行っていく。支援を要する児童の指導につい
て、さらに教職員間の連携を深めていく必要がある。
・特別支援学級の在籍児が増えているので、交流学級との連携が重要になっている。交
流学級での対応の仕方についてもさらに考えていく必要があり、インクルーシブ教育に
ついて研修を行っていく。
・特別支援学級児童の個に応じた自立活動の内容について、さらに具体的に検討して
いく必要がある。

学
校
運
営

○教職員の資質向
上

学級経営の充実

・各担任は年度当初に学級経営案を立案し、各学期末に達
成状況を分析し、評価を行い、学級経営の実践に生かして
いくようにする。
・児童の生活指導については全職員が同じ目線や基準で
取り組めるよう、指導についての情報交換や共通理解の場
を設け、具体的な指導について確認しながら進めていく。
・放課後の時間や長期休業中に、学級経営について話し合
う場を設け、学級のルール、学習の習慣づけ、家庭学習の
与え方などについて意見交換をし、お互いの学級経営力を
高める機会を持つ。

・全学級が学級経営案を年度当初に作成し、他の教職員も共有できるようにした。担任
は毎学期末に、その学級経営について振り返りをおこなった。４段階評価のA（十分達
成）・B（おおむね達成）と評価している割合が１学期末の７８．０％から２学期末の段階で
８８．１％で、１０％伸び、どの学級においてもその達成に向けて努力し、実践できた。
・Ｑ-Ｕテストを年間２回（７月・１２月）実施し、学級と個人の心の様子の変化を把握した。
アセスメントの方法を知ることで、学級経営に関する振り返りを行うことができた。
・放課後の時間や長期休業中に互いの学級経営について話し合う場を設け、意見交換
を行った。特に、学習のルール（かつおタイム）については、全校集会で全児童に話を繰
り返し行い徹底するようにした。

・年度当初に学級経営案を作成し、全職員で共有化し、交換授業を行ったり、合同授業
を行ったりすることで複数担任制を実施し、学年で統一した指導ができるようにする。
・ＱＵテストや各種アンケートを行い、その結果を分析する。学期ごとに必ず振り返りを行
い、次学期に向けた手立てを計画し、他の教員にも知らせる。
・年度当初に計画した教職員研修以外にも児童の実態に合わせた研修を講師招聘や
授業参観などを通して臨機応変に計画していく。
・学級のルール、学習の習慣づけ、家庭学習については、全校で統一して取り組むこと
を決め、全校集会などをつかって、全校児童にも周知する。また、学期ごとに振り返りを
行うことで徹底を図る。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●学力の向上
基本的な学習習慣の確立
基礎的・基本的な学力の定着

・学期初めには「学習の約束」（低・中・高）をもとに休み時
間の過ごし方や勉強の時の約束、学習道具（筆箱・道具袋
の中身等）のそろえ方等について共通理解を図り、全校で
統一した指導を行う。
・家庭学習については「家庭学習の手引き」（保護者用）「家
庭学習の進め方」（児童用）をもとに、各学年の実態に応じ
て、読み・書き・計算の家庭学習を課すようにする。
・家庭学習の様子について、生活パワーアップアンケートを
実施する。
・デジタルドリルを活用し、週２回（国語・算数）のスキルタイ
ムを実施する。

・各学期の初めにも全校児童に学習習慣についての指導を行い学校全体で継続的に取
り組むようにしてきた。学習習慣に関するアンケート項目では、保護者は９５％程度、教
師は８０％程度がいいという結果であった。
・家庭学習については4月の懇談会において手引きを配布して説明を行い、啓発を図っ
た。また、年間４回の生活パワーアップ週間や学級懇談会を活用して担任の指導と家庭
での取組を連携させて、確実に家庭学習するように指導してきた。しかしながら児童の
宿題に関するアンケート項目では、「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した児童
が７０％程度にとどまっていた。
・タブレットPCを活用し、児童の実態に応じたスキルタイムを週2回実施することができ
た。

・全校で統一した学習規律の定着を図る。
・家庭学習習慣とともに「早寝」「学習環境の整備」「家庭でのタイムマネージメント」など
についても児童への指導・保護者への啓発を図り、よりよい習慣作りにも取り組んでいく
必要がある。
・国語の言葉の力を伸ばすためにスキルタイムのあり方を工夫していく必要がある。

教
育
活
動

○指導法改善
（少人数・ＴＴ）

基礎学力の向上
ＩＣＴを活用した指導の充実

・形成テストやプリント・ドリル類の取り組みの結果を分析
し、それを担任と共有することで補充的学習の充実を図る。
・個の活動を充実させる効果的な見通しのためにＩＣＴ機器
を利活用した教材を提案する。
・担任とTTとの打ち合わせを週に１度は必ず実施する。

・T1とT2の役割分担を明確にして授業に臨むとともに、必要に応じて役割を入れ替えた
り、補完したりすることで、効果的に学習を進めることができた。
・授業の進度と児童の実態を勘案し練習問題を作成し取り組ませることで、学習の補充
を行うことができた。
・各学期に少人数・TT通信を発信することで保護者に授業の様子を通知することができ
た。

・空き教室の不足などの関係で、少人数授業を行う機会が少なかったため、中学年と高
学年の担当教員と連携して授業時間の調整を行い、各学年の少人数授業の増加を図
る。
・少人数・TT通信を各学期に1度しか発信できなかったため、今後はより発信頻度を増
やし、保護者へ授業の様子や少人数・TT指導についての理解を図る。

教
育
活
動

○学校図書館教育 読書指導の充実

・必読図書やお勧めの本の紹介、多読賞の紹介などを行う
ことにより、読書への関心や意欲を持たせる。   ・学校だよ
りや図書館だより、ＰＴＡ各種会議を通して家読の勧めを行
い、さらに夏休みや読書週間を利用し、親子読書を勧め
る。

・図書館だよりを利用した多読者の紹介、図書館祭りでのイベント、図書館を利用した調
べ学習などを通して、児童の読書意欲を高めることができた。
・年３回の図書館まつりに加え、今回クリスマスイベントも開催し、図書館の整備環境を
工夫することにより、児童が楽しく図書館へ足を向けるような手立てをとることができた。
・家庭での読書習慣が身についていない児童も少なくないので、家読を習慣づけるため
にも、親子読書をさらに推奨していく必要がある。

・図書館祭りなどのイベント効果で図書館へ足を運ぶ児童が多くなっているので、今後も
図書委員と司書の先生、図書主任と連携してイベント企画などを考えていきたい。また、
今年度試みたＡＬＴの先生による英語の読み聞かせは、引き続き取り組んでいきたい。
・貸出冊数を増やすだけでなく、選書についても学年に応じたものや極端な偏りがないよ
う指導していく必要がある。そのため、読書生活カードの推奨に力を入れると共に、図書
館の環境整備を行っていく。
・親子読書を勧めるにあたっては、おたより等での呼びかけだけではなかなか定着でき
ないので、担任と連携をはかって各学年での取り組みを考えたり、本を回覧したりなど具
体的な手立てを図っていく。

学
校
運
営

●教育の質の向上
に向けたICT利活
用教育の実施

授業力の向上

・必要に応じてICT研修会を実施したり操作マニュアルを作
成配布したりすることで、教師のICTスキルの向上や指導
技術の情報交流とし、それぞれの授業づくりの一助とする。
・全員がICT機器を利活用した研究授業を行い、お互いに
授業検証をして指導力の向上を図る。
・教育活動全体で、ＩＣＴ機器（電子黒板、タブレットＰＣ）やデ
ジタル教科書を活用した実践を行い、報告にまとめることで
実践を振り返り指導力の向上を目指す。

・転入職員が多い年度当初を中心にICT研修会を実施した。また，操作マニュアルも適
宜配布することができた。特に支援員の方々にも研修会に参加していただき，専門的な
知識や技能も教えていただくことができた。
・本年度も全員がICT機器を利活用した研究授業を行うことができた。事前検討，事後研
究会と合わせて指導力の向上を図ることができた。
・ICT機器を単元や授業に合わせて利活用しながら実践を重ねることができた。

・来年度も引き続きICT研修会を行っていくことにする。年度当初から授業に活かしていく
ことができるように実践的な研修会にしていきたい。また，操作マニュアルに関しても活
用しやすいように整理していきたい。
・ICT機器をどのように，どのような場で利活用すれば子どもたちの学びに効果的である
のか，これまで積み重ねた実践をもとに見出していきたい。
・一方で機器やソフトが古くなってきている面がある。予算の関係もあるが，ハード面の
整備もこれから進めていかなければならない課題だと感じている。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●健康・体つくり 食教育の推進

・栄養職員・担任・給食委員会などで栄養についての理解
を深めるための取り組みをし、好き嫌いをせずに感謝して
食べる気持ちを育てる。
・栄養職員とのＴＴで栄養についての授業を行い、食への関
心を高め、食マナーや健康への意識化を図る。
・食器破損枚数の記録をとり、毎月初めに月間食器破損枚
数の結果を放送で発表し、食器破損減に対する意識を高
める。

・残菜率０．０６％となり、目標値を達成できた。
・２年生では、栄養職員とのＴＴで授業実践を行った。お日さまを浴びた食べ物に体の中
に元気のもとがたくさん残ることを知り、野菜やお魚を残さず食べようとする意識付けが
できた。
・委員会による毎日の放送やパントリーチェックで、残菜ゼロや食器等の返却の仕方は
良くなった。食器破損枚数が多かったので、食器破損に関しては今後も指導が必要であ
る。
・10月の児童集会では、食べ物の栄養について知らせ、食の大切さを感じることができ
た。１月の児童集会では、給食に対して感謝の気持ちをもつことができた。
・食器破損については、目標の10枚以下を達成することはできなかった。

・年間計画に基づいて、計画的に栄養職員とのＴＴの授業を行っていく。また、授業参観
時や授業のことをお便り等で保護者に知らせることで、保護者への食教育に関する啓発
を進めていく。
・委員会による毎日の放送やパントリーチェックは、児童の励みになっているので同様に
続けていき、よかった学級などを紹介していく。
・食器破損が多かった。月ごとによかった学級の紹介をしていくなど児童に意識させるよ
うにする。

教
育
活
動

●健康・体つくり 基本的生活習慣の確立

・毎月の生活の目標と特に関係のある月（６月・１０月・１２
月・２月）を強化月間とし、全職員、全児童に呼びかけ、「基
本的生活習慣が身についているか」についての意識が高
まっていくような取り組みを行う。
・「朝食についてのアンケート」を取り、全校集会でも機会を
とらえながら、朝食の大切さについての意識を高めていく。
さらに、朝食の内容などについても、専門性を生かして栄
養士が指導をして、意識を高めていく。

・アンケートでは、「早寝・早起き・朝ごはん」、「食生活」、「虫歯等の予防」に関する指導
の項目において９５％以上、「体を使った遊び」に関する指導の項目において約９０％の
保護者から「よくあてはまる」、「ややあてはまる」という評価を得た。強化月間を設けた
り、計画的に授業を行ったりなどし、全職員が一丸となって児童に呼びかけた結果であ
ると捉える。
・朝食摂取率が１００％に満たないため、指導に改善の余地がある。

・６月・１０月・１２月・２月の強化月間での取り組みを基盤としながら、日々の生活に生か
すような児童への指導や、保護者への啓発が必要である。強化月間での取り組みが単
発的な活動にならないような意識をもたなければならない。
・栄養士の指導に関しては、６年間を見通した継続性のある指導が必要である。そのた
めにも、教育課程に設定された授業等を確実に実施しなければならない。可能であれ
ば、授業参観日に授業を組み、児童への指導だけでなく、保護者への啓発も行いたい。

教
育
活
動

●健康・体つくり 健康教育の推進

・「さがんキッズ体力アップ記録カード」を参考にしながら、
各学年に応じためあてを持たせ、体育の授業の中にも体力
アップのための｢スポーツチャレンジ」に取り組めるように呼
びかけていく。
・体育科の年間計画の中に３年生以上は、保健に関する指
導を位置づけて授業を実践する。１・２年生は、学級指導の
中に位置づけて行う。
・保健学習の授業を行う際に、担任と養護教諭によるＴＴの
授業実践を行う。

・全国体力・運動能力,運動習慣等調査結果は,おおむね県平均と同等の結果となった。
しかし，朝や休み時間の様子を見てみると，積極的に体を動かす子どもが多いと感じて
いる。今後も，それぞれの種目結果を本校教職員で共有し、授業やスポーツチャレンジ
の取り組みに課題意識を持って進めていきたい。健康(性教育含む）に関する授業は、
養護教諭の呼びかけや資料提供を基にして各担任が問題意識を持って授業実践する
ことができた。また、学年に応じて養護教諭とのＴ・Ｔによる授業実践も行うことができた。

・体育科の年間計画を見直し、各学年がスムーズに授業ができるよう時間割編成を考
え、用具等が複数学年で重ならないように計画を立て、時間と用具等の確保をし児童の
運動量の保障ができた。
・保健に関する指導では、養護教諭を中心に、児童保健委員会の活動や全校集会で保
健に関する内容を適宜取り入れることで、児童の保健に関する関心を高めることができ
た。また、歯みがき指導では、教職員の呼びかけを中心に関心も高まり、担任と養護教
諭のTT授業で、歯の大切さについての保健学習を行った。さらに、外部講師や学校歯
科医を招いて、歯みがき指導や講話を実施した。アンケートの結果からも保護者の方や
教職員の意識の高まりがうかがえる。今後も呼びかけだけではなく、児童が自ら関心や
意欲を持って歯みがきの習慣が身につくよう継続して指導をしていきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

教
育
活
動

○低学年の学習環
境の改善充実

基礎学力の定着を図るため
の学習習慣・生活習慣の育成

・西与賀小学校の学びのルールを常に意識させ、「かつお」
タイムの徹底をはかり、学習習慣を身につけさせる。
・学校及び家庭で基本的な生活習慣を身に付けさせるため
に、学年に応じた指導を徹底し、さらに学年便りや学級便
り、学期ごとの懇談会の時間等を活用して学校と家庭で共
通した指導が行えるようにする。
・読書については、あしのこ読み語りの時間を児童と共有
し、その都度機会を作り読書意欲を高めていく。

・学習習慣については、児童の姿から身についてきていることがうかがえる。徹底した声
かけと、できたことへの賞賛の言葉が良い結果を生んでいると考えられる。
・家庭への連絡については、クラスの実態に応じて学級通信や連絡帳、電話連絡などで
随時連絡を密に取るようにした。
・学校における読書の習慣については、図書室からの集計や児童の姿からよく身につい
ていることが分かる。でも、中には個別に声をかけないとなかなか図書室に通わない児
童もいるので、集計を見ながら、随時声かけ指導を続けた。

・学習習慣については、９０％以上の児童が「かつお」タイムを意識し、次の授業の準備
まできちんとできるようになったので、引き続き声かけや賞賛の言葉かけを続けていきた
い。
・家庭への連絡についても、個々の家庭の実態に応じて、連絡帳で連絡したり、児童クラ
ブの迎えの際にお話ししたり、電話で連絡したりと臨機応変に対応することが次年度か
らも効果的であると考える。
・読書指導については、毎月図書室から月末に配られる集計をもとに、個別の貸出冊数
を表記させたり、グラフにしたりして自分で把握できるようにした。そのことで、自分の貸
出冊数を意識するようになり、図書室に通う児童も増えた。一方、本の種類については、
なかなか指導が行き届いていない面もあるので、いろいろな分野の本を読むよう声かけ
していきたい。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

自ら学び、共に生きる西与賀っ子の育成
＜目指す学校像＞
　　“あいうえお”で取り組む学校
　あ･･･あいさつが響き合う学校
　い･･･いのちを大切にする学校・・・いじめのない学校
　う･･･うつくしい学校・・・心の美、校庭等の整然美
　え･･･えがおいっぱいの学校
　お･･･おもいやりがあふれる学校
＜目指す子ども像＞
　　“人を愛し、自然を愛し、ふるさとを愛する子ども”
　　○「西与賀っ子」の合い言葉
　　　　に･･･にこにこあいさつする子（心づくり）
　　　　し･･･しっかり勉強する子（知づくり）
　　　　よ･･･よろこんで働く子（心づくり・体づくり）
　　　　か･･･からだをきたえる子（体づくり）
　　　　っ
　　　　こ･･･こころをみがく子（心づくり）

①「心づくり」
・心の教育の推進と規範意識の醸成
・日々の掃除の充実
・ いじめ・命を考える取り組み、ふれあい道徳の実施
・特別支援教育の推進
・生活科、総合的な学習の時間を中心とした体験活動の充実
②「知づくり」
・ 学習習慣・基本的生活習慣作りの定着を図り、スキル学習を中心とした基礎基本の定着
・ ＩＣＴ機器の活用やＴＴによる指導の充実を図り「楽しく・わかる授業」を通した確かな学力づくり
・読書を通し、本に親しむ子どもの育成～心の栄養、知づくりの推進～
③「体づくり」
・健康教育・食教育の充実   ・家読の推進
④　「地域・家庭と共に歩む学校づくり」
・開かれた学校づくり、市民性を育む教育の推進
・なかよしふれあいロードの活用
・幼保小中連携の取り組み①「心づくり」

３　目標・評価

①心づくり

具体的目標 達成度

○命・いじめに関わる授業「ふれあい道徳」を実施し、命の
大切さについて考える。
○アンケート項目「学校生活を楽しんでいる・友達や地域
の人に優しくできる」において、達成率を児童・保護者とも
に９０％以上とする。
○日々の掃除の充実、くつそろえ、あいさつを今年度の指
導のポイントとし、児童の達成率を９０％以上にする。

Ａ

○毎月、児童と保護者へいじめ・命のアンケートを通し、い
じめの早期発見、早期対応に努める。
○アンケートに記載された意見等については、学期毎に保
護者に紙面にて報告し、理解を求め、いじめ等の未然防止
に努める。
○いじめにつながる事案が発生した場合には、学校とＰＴＡ
が連携を密にし、いじめを許さないという毅然とした態度で
対応を図る。

B

○支援を要する児童についての個別の支援計画を作成
し、支援について全職員で共通理解し実践する。
○特別支援学級の授業を全職員が参観し、特別支援教育
についての理解と指導を深め、通常学級に在籍する発達
障害をもつ児童への指導に生かす。

B

○支持的風土のある学級経営を行い、学級経営案の達成
率を８０％以上にする。
○児童への指導においては、力による指導ではなく、心に
寄り添い、納得させる指導を心がけ、児童の心に訴える指
導に努める。
○互いの学級経営方針や家庭学習の取り組みについて紹
介する場を設け、職員同士の共通理解と互いを高め合い、
刺激し合う場を作る。

Ａ

②「知づくり」

具体的目標 達成度

○基本的な学習習慣を身につけた児童を８０％以上とす
る。
○家庭学習の習慣づくりにおいて、できている児童を１０
０％とする。
○スキル学習の充実を図るとともに、各種学力検査の結果
を、全国や県平均と同等、またはそれ以上とする。

Ａ

○算数科の基本的内容の定着率８０％以上を目指す。
○ＩＣＴを活用した算数科の学習指導について研究を進め
る。
○算数科ＴＴによる授業の様子や子どもの学習の伸びにつ
いて、保護者に情報を発信しＴＴ指導についての理解と啓
発を図る。

B

○学校目標３０,０００冊を目指す。
○個人目標　低学年１２０冊以上、中学年１００冊以上、高
学年８０冊以上を目指す。
○家族読書に向けた取り組みを推進する。

Ａ

○いろいろな教科において、ＩＣＴを活用した授業を進め、わ
かる・楽しい授業の指導技術を身につけ職員の資質向上
を目指す。
○ＩＣＴを活用した校内研究に取り組み、全員がＩＣＴを活用
した授業を公開し研究を深める。
○ＩＣＴの活用場面の設定、展開、指導技術、指導力の向上
において、職員の９０％が実感できるようにする。

Ａ

③　「体づくり」

具体的目標 達成度

○給食のマナーを守って食べ、好き嫌いをなくす食育指導
を行い、残菜率を１％以下とする。
○食育の授業を実践する。栄養職員の専門性を生かした
指導を行う。
○食器の運搬、準備、片付け等に留意し、食器の破損の
減を目指す。全校での破損数を年間を通し１０枚以下とす
る。

B

○「早寝、早起き、朝ご飯、準備、宿題、洗面」を励行し、自
分で決めた生活リズムを守る。
○「基本的な生活習慣は身についているか。」について、長
期休業前の指導と関わらせながら,各学年で朝起きる時
刻、ねる時刻、テレビを見る時間等の指導を継続していく。
○朝食の摂取について、摂取品目と合わせてアンケート調
査を行う。朝食摂取率１００％を目指す。

Ａ

○佐賀県教育委員会が推進する「スポーツチャレンジ」に
全校、または学年・学級で取り組み、体力の向上を図る。
○健康に関する授業を実践する。
○養護教諭の専門性を生かした指導を行う。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

【本年度のまとめ】
○学校運営、教育活動ともに、概ね目標達成ができたと言える。「学校の目標や育てたい子ども」についても９０．１％（平成２７年度８７．０％）でほぼ周知・理解されている。今年度も昨年度同様に、学校だよりに学校目標を明記したり、地域やＰＴＡの会議等で学校目標を話題にしたりすることで周知徹底を図っていった。今後も、あらゆる機会を通して、学校の取り組み
を理解してもらえるよう手だて等を工夫したい。
○重点目標としてあげていた「心づくり」「知づくり」「体づくり」については以下の結果であった。
・「心づくり」・・・あいさつ、掃除に加え、「くつそろえ･トイレのスリッパそろえ」を通した心磨きに取り組んだ。「あいさつやくつそろえなどがきちんとできている」と回答された保護者が９５．０％で、昨年度よりもさらに５％ほど増えた。保護者の中には、遊びにきた児童のあいさつが良くできていることに感心していると回答した方がたくさんいた。また、家庭でも｢くつそろえ｣を
実践する児童もいた。「人権意識や思いやりの心を育てている」については９４．６％だった。今年度も毎月の子どもへのアンケートや学期に１回の教育相談週間にて話を聞く体制を図り、子どもの居場所づくりを大切にした学校・学級づくりを行った。２学期にいじめに関する事案を１件覚知・認知をしたが、早期に収束に至った。今後も「子どもの笑顔」を中心に据えた
学校運営を全職員でが行っていきたい。
・「知づくり」・・・図書館の貸し出し数は、２学期末現在３４０６５６冊で、目標の３００００冊をすでに達成している。ここ数年は「家庭での読書」が最重点課題でもあったが、今年度は昨年度より若干良くなっている。ただし、児童の実態をみると学校においても声かけや時間を取ることで図書館利用をする児童が多いので、家庭への喚起が重要だと考える。次年度も引き続
き来年度も引き続き重点課題として取り組んでいきたい。　ＩＣＴを利活用した授業づくりについては、全職員が研究授業を行い、研究協議で更にふかめることができた。「授業がよくわかる・だいたいわかる」と回答している児童も９３％と高い。今後も校内研究などを通して、教職員の指導力向上を図っていきたい。
・「体づくり」・・・食育指導について、９６．１％が「行っている」と一定の評価を頂いているものの、家庭における食育には広がっているとは言えない。虫歯や遊びの指導については、９０％以上が学校の取り組みを肯定的に見ていただいている。校舎改修に伴い運動場が狭くなったので、体育館を開放するなど工夫をしながら子どもの体づくりに取り組んでいきたい。
【次年度の取組】
・心の教育を推進するために、日々の掃除の充実、くつそろえ、あいさつを通した心磨きの取組を行う。また、来年度も継続して「子どもの生活アンケート」と「いじめ・命のアンケート」を実施し、いじめ等の未然防止に向け、子どもの小さなサインも見逃さない、アンテナ、意識づくりを図っていきたい。
・ＩＣＴ機器の利活用やTTによる指導の充実を図り、「楽しく・わかる授業」を通して確かな学力の向上を目指していく。城西校区「城西本気学園」による小中連携を深め、「９カ年で子どもを育てる」という認識で指導を行っていく。
・養護教諭や学校栄養職員などの専門性を生かした教育活動を展開し、健康教育・食育の充実を目指していく。
・開かれた学校づくりの推進に向けて、家庭・地域と連携・協力し、子どもの出番・役割・承認の場を数多く設定し、地域と共に市民性を育む教育を推進していきたい。また、「コミュニティー・スクール」として地域連携を積極的に行っていく。

Ａ

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標 達成度

○基礎学力や学習・生活習慣を身につけさせるために、指
導を繰り返し、９０％以上の児童に身につけさせる。
○アンケート項目「基本的な生活習慣は身についている」
「進んで読書をしている」の保護者達成率を、９０％以上に
する。

A

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む


